
はありません。福島県全域と県外に拡が
っています。原発災害下の学校の現状を
端的に教えてくれる 2 枚の写真があり
ます。福島市内の A 小学校における
2012 年 5 月と 2013 年 5 月の運動会の
写真です（写真 1・2）。違いがわかりま
すか。
大森　2012 年の写真にはブルーシート
がありますが、2013 年にはありません。
角田　そうです。玉入れ競争の玉が校庭
に落ちると放射性物質に汚染された土が
付着します。2012 年の運動会ではブル
ーシートを敷いていました。この学校の
教職員と保護者による子どもたちへの安
全配慮の一面が見られます。しかし、
2013 年は敷いていません。同年度から
屋外活動の制限が，ほとんどなくなった
からです。A小学校では 2011 年 7 月に
校庭の表土を除去しましたが、2013 年
3 月の校庭の空間線量（地表 0.5 メート
ル）が 1 時間 0.13 ～ 0.31 マイクロシ
ーベルト（福島市平常値の 3 ～ 8 倍、
年 1.14 ～ 2.72 ミリシーベルト）です。
子どもたちの被ばくは続いているのに、
屋外活動制限の解除によって、現実に対
応した認識や取り組みが弱められてしま
いました。

　いまも福島の子どもの大半は放射性物
質による汚染地でくらしています。この
現実を前に、全国の教育現場において取
り組むべき課題は何か。本誌 76号で「放
射能の不安と子どもたち」についてご執
筆いただいた角田政志さん、大震災後の
教育現場について論じてきた大森直樹さ
ん、お二人の対談をお届けします。

フクシマの学校の現状
大森　福島県教職員組合（以下、福島県
教組）を訪ねるのは 5 回目ですが、毎回、
被災の現状から話をはじめなければなら
ないですね。
角田　福島県では、原発災害に関する本
質的な復興は進んでおらず、たくさんの
課題を抱えています。被災の現状につい
ても、県内外で認識が共有されていませ
ん。現状をどうとらえるか、視点の問題
もあります。福島の学校の現状は「東日
本大震災と学校」という視点ではとらえ
ることができません。それだと原発災害
による子どもの被害が抜け落ちてしまい
ます。「東日本大震災・原発災害と学校」
という視点が必要です。原発災害による
子どもの被害は、浜通りと中通りだけで

写真 1　（2012 年 5 月） 写真 2　（2013 年 5 月）
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写真 4

「生きるための学び」とは
大森　今日の対談では、教育現場の課題
を改めて整理したいと思います。角田さ
んがまとめた最新のレポートのタイトル
が「フクシマの現状と『生きるための学
び』」になっています。理由を教えてく
ださい。
角田　いま福島には県外から多くの組合
員が視察に来てくれます。「原発災害と
子どもたち」について、県外の人たちに
認識を深めてもらう。そのことが重要と
考えているのです。しかし、それだけで
は追いつかない課題もあります。県内外
で、認識を深めてきた人たちとつながっ
ている被災者（保護者）は、人権意識や
問題意識が高まっていると思います。し
かし、そういった人ばかりではありませ
ん。毎日被ばくし続けている子どもたち
も多くいます。一歩県外に出れば偏見と
差別に直面します。子どもたちは原発災
害の被害者です。これ以上の無用の被ば
くを自分で避けるための力が必要ですし、
いつ偏見と差別に直面してもそれを論破
する力が必要です。いま福島の子どもた
ちには「生きるための学び」（真実をと
らえる学び。自分の人権意識を高める学
び）が大変重要な課題になっています。
大森　いま県外に避難している福島の子
どもは 10,986 人（幼・小・中・高ほか）
いて、全国の学校で学んでいます。「生
きるための学び」が、福島に限らないす
べての教育現場の課題になっています。
東京学芸大学でも福島出身の学生と話し
ていると原発災害の話になります。学生
同士でも原発災害について話しているの
かをたずねると、「これまでは一度もな
い」と答える学生がほとんどです。

「生きるための学び」の「入口」
大森　福島県教組では、「生きるための

学び」をすすめるための教師用手引書の
作成を重ねてきました。『子どもたちの
いのちと未来のために学ぼう－放射能の
危険と人権』（明石書店、2012年7月）（写
真 3）の刊行に続いて、『福島県教育新聞』
の号外として『生きるための学び』（2012
年 10 月 12 日）（写真 4）をまとめて全
組合員に配布しています。大切なことは
何でしょう。

写真 3

角田　教育実践を重ねてきた先生方が言
っていましたが、大切なのは、①押しつ
けないこと、②生活の課題から始めるこ
と、③一緒に考えることだと思います。
学習の「入口」についての具体的なイメ
ージも必要ですね。
大森　その 3 点は重要ですね。実践事
例を幅広く集めると「入口」についての
イメージも鮮明になると思います。埼玉
県所沢市の公立小に通う 4 年生の夏樹
君の家庭の事例を紹介します。2013 年
夏、お父さんは、地域の人が企画した「雑
木林探検」に夏樹君を参加させたくあり
ませんでした。原発の爆発で飛散した放
射性物質は 230 キロ離れた所沢の雑木
林にも降下していたからです。でも夏樹
君は友だちと一緒に参加したい（結末は
夏樹君に別の用事が入って参加しなかっ
た）。夏樹君の涙を見て、お父さんは、「子
どもと一緒に勉強することが必要だ」と
思いました。福島県教組の國分俊樹さん
が執筆者の一人である『みんなの放射線
入門－原発事故の被ばくを避ける』（ア
ドバンテージサーバー、2013年3月）（写
真 5）を入手して「読むかい？」と夏樹
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「生きるための学び」
をどうすすめるか

角田　福島の子どもが原発災害の事実を
見つめる取り組みも始まっています。
大森　そうした取り組みのひとつが、福
島県作文の会「地下水」編集委員会編『福
島子ども文詩集　地下水　第 7 号　原

発被災地の子どもたちの
記録』（福島県作文の会、
2013 年 7 月）（写真 6）
ですね。伊達市の中学生
の作文は次のように書か
れていて、級友たちの共
感を集めています。

　「・・私は、いつか伊達市も避難する
ことになるのではないかと恐れていた。
ある日、同じバスケ部で仲がいいMに
電話をかけると、Mは「もしかしたら、
私の家、避難するかも知れない。」と言
った。一瞬だけ頭の中が真っ白になった
気がした。もしかしたら、みんなバラバ
ラになってしまうのでは、とあせった。」

　この文詩集については、刊行に尽力し
た教師たちが、子どもたちの作文を前に
したときの「複雑な気持ち」を書きとめ
ていることも注目に値します。多くの子
どもたちの作文の末尾に、「人と人との
関りの温かさや絆」が、決意に似たまと
めとして書かれていたことについて、次
のように記しています。

　「一つは、子どもたちはあの日とそれ
からの日々を、自らが考え、気丈に生き
るためにこう表現したのだと読み解きま
した。・・けれど、二つめに、子どもた
ちがまとめとして書いたことのなかには、
現実の姿を正面から見られず、悲しみや
不安を無理矢理封じ込めようとしている
姿も読み取ることができ、痛々しさを感

写真 6

君に聞くと「うん、読み
たい」。40 日後、夏樹君
が「父さん、本の感想を
言ってもいいかな」。そ
うしてできたのが次の
作文です。

　「『みんなの放射能入
門』を読みました。放射能のおそろしさ
がわかりました。いちばん「びくっ」と
した所は、大人より子どもの方が放射線
をとりこみやすいことが書かれていたペ
ージでした。ももちゃん（同書掲載の避
難した子どもの名前）が大へんだとゆう
ことがわかりました。それは友だちとは
なればなれにならなければいけないこと
です。自分にとって友だちはかかせない
ものです。たった一年でしたがぼくのク
ラスにも、福島から原発のえいきょうで
転校してきた子がいました。その子も、
ももちゃんと同じ気持ちだったのかなと
思いました。この本には、前から知りた
かったことも書いてありました。放射能
のたんいや、外部被ばくと内部被ばくの
ちがいです。この本のおかげで自分で気
をつけられることもふえました・・」（９
月 10 日）

　夏樹君が原発災害について書いた最初
の文です。2012 年 4 月から 1 年間、福
島から避難してきた同級生にも触れてい
ますが、その同級生はもう福島に戻りま
した。原発災害について、夏樹君は本物
の学習を必要としていたけれど、これま
でその機会がありませんでした。学習の
「入口」のひとつとして、『みんなの放射
能入門』を教室の後ろに置いておけば、
関心のある子は頁を開くでしょう。文部
科学省が 2011 年 10 月に作成した新副
読本『放射能について考えてみよう』等
と並べておけば、子どもたちは内容を比
較して、読みを深めていきます。

写真 5
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じずにいられませんでした。これらは、
あの日をリアルにとらえ直し、整理する
にはまだまだ時間が足りないことを物語
っているのかも知れません。・・放射能
に汚染された地域は分断され、地域社会
や家族の繋がりは未だに元にもどらない
という厳然たる現実が目の前にあります。
これらのことを、自分をとりまく生活や
地域社会がおかれた社会に密接にかかわ
ってとらえ、書きながら考えていくとい
うとき、それはあまりに大きな課題とし
て目の前にあります。しかもそこをくぐ
り抜けなければ、現実をリアルにとらえ、
この先を見通すことにはなりません。」

　これまで戦後日本の教師たちは、東北
農村の貧困について（無着成恭『山びこ
学校』1951 年）、東京の部落差別につ
いて（第 30 回全国同和教育研究大会の
岩田明夫報告 1978 年）、子どもと一緒
に認識を深める取り組みを重ねてきまし
た。いわばそうした取り組みの延長上に、
原発災害下の福島の「現実をリアルにと
らえ、この先を見通」していく。そうし
た今後の教育実践のイメージが示された
ことの意味は大きいと思います。「みん
なバラバラになってしまうのでは、とあ
せった」という中学生の言葉も大切です
ね。原発災害による人々の分断について、
問題の本質を把握するための手がかりが
あります。さらに大切なのは、バラバラ
は嫌だ、一緒に生きたいという切実な願
いが表明されていることです。

原発被災の全体像
大森　原発災害への対応は長期戦です。
原発災害から子どもたちを守るためには、
「生きるための学び」（教育実践）と併せ
てどのような課題があるでしょう。
角田　私たち教職員組合は、大震災の直
後から、原発災害から子どもたちを守る

ため様々な取り組みを重ねてきました。
大森さんを始め多くの方のご支援も得て
刊行された国民教育文化総合研究所編
『資料集　東日本大震災・原発災害と学
校－岩手・宮城・福島の教育行政と教職
員組合の記録』（明石書店、2013 年 9 月）
（写真 7）には、福島県教組が 3・11 後

に福島県教委等に届けた
要請書や提言が 48 件収
録されています。詳しく
は『資料集』に譲りたい
と思いますが、ここでは、
今後の課題を１点だけ述
べたいと思います。
　それは、原発災害によ

る子どもたちの被害については、2 年半
たった今も解明がほとんど行われていな
いことです。国・文科省や県・県教委の
施策についても、その評価と今後必要な
課題についての整理が行なわれていませ
ん。
大森　私もそう思います。いま福島県教
委は、3・11 後に被災した公立学校が
504 校、そのうち復旧した学校が 468
校（2013 年 3、8 月末現在）という数
字をもっています（『朝日新聞』2013
年 9 月 11 日）。ここでの「被災」は、
校舎などが物理的に損壊したもので、修
復のため国から補助金を受けた学校の総
数です。地震の揺れや津波による被害の
学校になり、原発事故による被災は含ま
れていません。
　原発災害により臨時休業・臨時移転を
した公立学校の総数は、2011 年夏時点
で 68 校（図１）、2013 年４月上旬時点
で 47 校です（図 2）。まず、臨時休業・
臨時移転によって、散り散りになった子
どもたちの被害の事実があります。併せ
て、「平常教育区域」の子どもたちの被
害の事実が明らかにされなければなりま
せん（図１と図 2 の濃いグレーの地域）。
文科省が、地域における空間線量がどん

写真 7
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なに高くても、学校内の空間線量が一定
基準以下であれば「校舎・校庭等を平常
通り利用して差し支えない」〈『福島か
ら問う教育と命』56 頁〉との判断を示
した地域です。この地域で平常復帰の圧
力が強まっていることを、先ほどの 2
枚の写真が教えてくれました。
角田　いま福島県の教職員たちは「教育
復興」に日々取り組んでいます。3.11
前とは一変した生活環境の中で、子ども
たちの不安は鬱積しています。被災地の
ある学校の先生は、「学力向上より今必
要なのは、子どもたちの日常の生活の安
定、落ち着いた生活をどう支援するかが
最も重要な教育課題です」と話していま
した。臨時移転した学校では、教育設備
も整わない状況が続いています。そうし
た中でも教職員は、子どもに寄り添い、
日々の教育活動を続けています。そうし
た活動を厚くするためには、教職員の総

数を増やして、現場の実情にあった配置
をおこなうことが必要です。
大森　原発災害後の教職員の配置につい
ては、2011 ～ 2013 年度の検証が急務
です。
角田　原発災害と学校に関する報道も福
島県外ではほとんどなくなり、もう収束
したかのように思っている人が多くなっ
ているという話も聞きます。一方で原発
再稼動の動きが公然と進められています。
いま改めて教育現場における取り組みを
強めていきたいと思います。福島と全国
における教育現場の課題は重なっていま
すから、多くの人たちと一緒に取り組ん
でいくことを切望しています。

（本稿は 2013 年 9 月 25 日福島県教職員
組合における角田政志氏との対話を大森
直樹が再構成してまとめたものである）

図 2　二種の区域への再編(2013 年 5 月 28 日時点)
(注)　括弧内は避難指示区域名
　　　大森直樹作成

図 1　三種の区域設定(2011 年 4 月 19 日～9月 29 日)
(注)　括弧内は避難指示区域名
　　　大森直樹作成

出典：『福島から問う教育と命』中村 晋・大森 直樹 著 岩波ブックレット

2013 年 4 月上旬時点
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